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フ
レ
ー
ム
意
味
論
と

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト

小
原
京
子

１　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
関
連
の
最
近
の
研
究
成
果
を
概

観
し
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
に
基
づ
く
日
本
語
語
彙
情
報
資
源
構
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
（
注
１
）
に
お
け
る

語
義
分
析
例
を
見
る
。

２　

フ
レ
ー
ム
意
味
論

　

フ
レ
ー
ム
意
味
論
（Fillm

ore 1977a, 1977b, 1982, 1987

）
に
お

け
る
基
本
と
な
る
洞
察
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
注
２
）。

語
の
意
味
を
理
解
す
る
に
は
そ
の
背
景
と
な
る
知
識
を
参
照
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
の
場
合
、
特
定
の
文
化
の
中
で
人
々

の
日
常
の
活
動
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
経
験
的
知
識
で
あ
る
。
こ

の
限
り
に
お
い
て
、
自
然
言
語
処
理
な
ど
で
言
わ
れ
る
「
格
フ

レ
ー
ム
」
と
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
な
ら
び
に
日
本
語
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
が
拠
り
所
と
す
る
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
「
意
味
フ
レ
ー

ム
」
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

確
か
に
フ
ィ
ル
モ
ア
の
初
期
の
格
文
法
（F

illm
ore 1968

）
に

お
い
て
は
、
文
の
構
造
と
意
味
は
述
語
動
詞
が
与
え
る
意
味
役
割

の
リ
ス
ト
（A

gent, Instrum
ent, D

ative, Factitive, Locative, 

O
bjective

）
か
ら
予
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
格
フ
レ
ー
ム
の

概
念
の
多
く
は
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
枠
組
み
の
不
十
分
さ
が
認
識
さ
れ
る
と
共
に
、
語
の
意
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味
（
ひ
い
て
は
文
の
意
味
）
を
理
解
す
る
に
は
よ
り
包
括
的
な
知
識

構
造
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。

　

フ
レ
ー
ム
意
味
論
に
お
け
る
意
味
フ
レ
ー
ム
と
は
、
典
型
的
場

面
に
つ
い
て
の
構
造
化
さ
れ
た
知
識
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
が
あ

る
状
況
下
で
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
難
の
可
能
性
に
関
す
る

意
味
フ
レ
ー
ム
で
あ
るRisk

フ
レ
ー
ム
に
は
、Protagonist

（
主

役
）、A

sset

（
財
産
）、H

arm

（
害
）、C

hance

（
可
能
性
）、

A
ction

（
行
動
）
等
の
意
味
的
要
素
、
す
な
わ
ち
「
フ
レ
ー
ム
要

素
」
が
含
ま
れ
る
（H

asegaw
a et al. In Preparation; cf. Fillm

ore 

and A
tkins, 1992, 1994 ; 

第
四
節
参
照
）。
フ
レ
ー
ム
要
素
と
は
、

意
味
フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
定
義
さ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
い
わ
ゆ

る
「
意
味
役
割
」
よ
り
も
フ
レ
ー
ム
に
依
存
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

あ
る
（
注
３
）。
個
々
の
述
語
に
お
い
て
は
、
フ
レ
ー
ム
要
素
の
う

ち
の
い
く
つ
か
が
項
と
し
て
選
ば
れ
る
こ
と
で
、
文
の
構
成
が
決

定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
動
詞“risk”

な
ら
ば
、Protagonist 

とA
sset, Protagonist 

と H
arm

, Protagonist 

と A
ction 

の

対
の
い
ず
れ
か
が
、
主
語
と
目
的
語
の
対
と
し
て
文
中
に
現
わ
れ

る
こ
と
が
で
き
る
（
第
四
節
の
例
文
⑴
、
⑸
、
⑺
参
照
）。
ま
た
、
動

詞“jeopardize”,“endanger”,“im
peril”

相
互
の
関
係
は
、

「
類
義
性
」
や
「
反
義
性
」
の
関
係
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、R

isk 

フ
レ
ー
ム
に
照
ら
す
こ
と
で
初
め
て
明
示
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
は
、
コ
ー
パ
ス
・

デ
ー
タ
分
析
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
実
証
的
な
語
彙
意
味

分
析
・
記
述
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
例
が
、
次
節
で
見

る
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
（
注
４
）
と
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
、
な

ら
び
に
他
言
語
に
関
す
る
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

最
近
の
フ
レ
ー
ム
意
味
論
な
ら
び
に
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
関
連
の

研
究
動
向
と
し
て
顕
著
な
の
は
、（
Ⅰ
）
語
彙
情
報
の
体
系
性

（Boas 2006

な
ど
）、（
Ⅱ
）
語
の
多
義
性
（Fillm

ore and A
tkins 

2000

な
ど
）、（
Ⅲ
）
言
語
間
の
比
較
対
照
研
究
（B

oas 2005, 

E
llsw

orth et al. In P
reparation, H

asegaw
a et al. In 

Preparation

、Subirats and Sato 2004

な
ど
）
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。（
Ⅰ
）
に
関
し
て
、B

oas

（2006

）
は
、
統
語
的
振
る
舞

い
に
基
づ
く
動
詞
ク
ラ
ス
の
同
定
に
は
、
個
々
の
動
詞
の
持
つ
き

め
細
か
な
意
味
情
報
を
説
明
で
き
な
い
た
め
問
題
が
あ
る
と
し
、

か
わ
り
に
動
詞
が
想
起
す
る
意
味
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
く
動
詞
分
類

を
提
案
し
て
い
る
。（
Ⅱ
）
に
関
し
て
は
、 F

illm
ore and 

A
tkins

（2000

）
が
、
英
語
の
移
動
動
詞“craw

l”

の
多
義
性

と
、
対
応
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
動
詞
の
多
義
性
を
分
析
し
、
フ
レ
ー

ム
意
味
論
に
基
づ
く
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
に
立
脚
し
た
分
析
の
有
効

性
を
示
し
た
。（
Ⅲ
）
は
、
英
語
以
外
の
言
語
に
つ
い
て
フ
レ
ー

ム
ネ
ッ
ト
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
語
彙
情
報
構
築
が
始
ま
っ
た
こ

と
に
よ
り
近
年
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
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以
下
で
は
、
ま
ず
次
節
で
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
と
日
本
語
フ
レ
ー

ム
ネ
ッ
ト
の
、
目
的
、
方
法
論
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
特
色
を
見
た

後
、
第
四
節
で
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
、
上
記
（
Ⅱ
）、

（
Ⅲ
）
に
関
す
る
分
析
例
を
紹
介
す
る
。

３　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
と
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト

　

本
節
で
は
、
ま
ず
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
概
略
を
述
べ
、
そ
の
後

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
主
に
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
と
の

違
い
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
説
明
す
る
。

　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
は
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
枠
組
み
で
大
規
模

コ
ー
パ
ス
か
ら
抽
出
し
た
用
例
を
基
に
英
語
語
彙
の
語
義
分
析
を

行
っ
て
い
る
、
本
格
的
な
語
彙
情
報
資
源
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
（Fillm

ore and Baker 2004, Fillm
ore, Baker, and Sato 

2004, Fontenelle

（Ed.

）2003

）。
コ
ー
パ
ス
と
し
て
は
、
話
し
言

葉
と
書
き
言
葉
の
両
方
を
含
む
一
億
語
以
上
の
現
代
イ
ギ
リ
ス
英

語
コ
ー
パ
ス British N

ational Corpus 

と
、
ア
メ
リ
カ
英
語

コ
ー
パ
ス N

orth A
m
erican N

ew
sw

ire Corpora 

を
用
い
て

い
る
。
現
在
ま
で
に
、
八
〇
〇
近
く
の
意
味
フ
レ
ー
ム
が
定
義
さ

れ
、
約
六
三
〇
〇
の
動
詞
、
名
詞
、
形
容
詞
、
副
詞
、
前
置
詞
の

語
彙
項
目
に
関
す
る
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
基
本
的
な
分
析
方
法
は
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
（Fillm

ore et al. 2003

）。（
Ⅰ
）
対
象
と
す
る
意

味
フ
レ
ー
ム
と
そ
れ
を
構
成
す
る
フ
レ
ー
ム
要
素
の
定
義
、（
Ⅱ
）

そ
の
意
味
フ
レ
ー
ム
が
関
与
す
る
語
彙
項
目
（
注
５
）
の
洗
い
出

し
、（
Ⅲ
）
コ
ー
パ
ス
か
ら
の
語
彙
項
目
の
用
例
収
集
、（
Ⅳ
）
オ

ン
ラ
イ
ン
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
に
よ
る
、
用
例
文
中
の

語
句
へ
の
タ
グ
付
け
（
フ
レ
ー
ム
要
素
と
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
統

語
的
位
置
づ
け
で
文
の
意
味
に
参
与
す
る
か
を
示
す
句
タ
イ
プ
・
文
法
機

能
等
の
情
報
付
与
）、
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
に
基
づ
く
語
義
分
析
の

結
果
を
語
彙
情
報
資
源
と
し
て
蓄
積
し
て
い
く
。
具
体
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
は
、（
Ⅰ
）
意
味
フ
レ
ー
ム
、
フ
レ
ー
ム
要
素
の

定
義
、（
Ⅱ
）
語
彙
項
目
の
定
義
、（
Ⅲ
）
語
彙
項
目
の
結
合
価
パ

タ
ー
ン
（
フ
レ
ー
ム
要
素
、
句
タ
イ
プ
、
文
法
機
能
等
の
組
み
合
わ
せ
）、

（
Ⅳ
）
意
味
タ
グ
付
き
例
文
、（
Ⅴ
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
、
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、
単
に
語
彙

意
味
分
析
の
対
象
と
し
て
コ
ー
パ
ス
・
デ
ー
タ
を
用
い
る
の
み
な

ら
ず
、
分
析
結
果
を
コ
ー
パ
ス
・
デ
ー
タ
に
付
与
し
て
い
く
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
分
析
結
果
を
コ
ー
パ
ス
と
し
て

蓄
積
し
、
言
語
学
的
・
辞
書
編
纂
学
的
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い

こ
う
と
す
る
視
点
は
、Fillm

ore and A
tkins

（1992, 1994

）
で

提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
英
語
に
関
し
て
実
践
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し
た
試
み
が
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
意

味
タ
グ
と
し
て
コ
ー
パ
ス
に
付
与
さ
れ
て
い
る
情
報
が
古
典
的
な

格
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
く
抽
象
的
な
役
割
関
係
（A

gent, Instrum
ent, 

O
bject

な
ど
）
で
は
な
く
意
味
フ
レ
ー
ム
に
即
し
て
定
義
さ
れ
る

精
度
の
高
い
フ
レ
ー
ム
要
素
で
あ
る
こ
と
と
、
フ
レ
ー
ム
間
の
関

係
を
参
照
す
る
こ
と
で
語
彙
項
目
ど
う
し
の
関
連
づ
け
が
な
さ
れ

て
い
る
点
が
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
る
（
注
６
）。

　

次
に
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
〇
二

年
七
月
に
筆
者
ら
が
開
始
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
（
小

原
他 

二
〇
〇
五
）。
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
同
様
コ
ー
パ
ス
・
デ
ー
タ

を
題
材
に
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
枠
組
み
に
基
づ
い
て
日
本
語
の
語

彙
意
味
分
析
を
行
い
、
そ
の
分
析
結
果
を
電
子
語
彙
体
系
と
し
て

構
築
し
て
い
る
。
同
時
に
、
英
語
語
彙
分
析
の
た
め
に
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
で
定
義
さ
れ
た
意
味
フ
レ
ー
ム
や
フ
レ
ー
ム
要
素
が
、
類

型
論
的
に
異
な
る
日
本
語
の
語
彙
意
味
記
述
に
ど
こ
ま
で
適
し
て

い
る
の
か
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
然
言
語
処
理
用
の
ロ
バ

ス
ト
な
言
語
資
源
の
構
築
に
目
標
を
最
初
か
ら
限
定
す
る
の
で
は

な
く
、
他
言
語
資
源
と
の
リ
ン
ク
が
可
能
か
等
の
実
験
を
兼
ね
、

質
の
高
い
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
将
来

的
に
は
理
論
言
語
学
の
み
な
ら
ず
言
語
教
育
に
貢
献
で
き
る
資
源

と
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。 

　

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
検
索
用
コ
ー
パ
ス
に
は
、
現
在

『
Ｃ
Ｄ

－
毎
日
新
聞
（
デ
ー
タ
集
）』
一
一
年
分
の
新
聞
記
事
、
そ

の
他
小
説
等
の
書
き
言
葉
を
用
い
て
い
る
（
斎
藤 

二
〇
〇
五
、

O
hara et al. 2004

）。
コ
ー
パ
ス
検
索
ツ
ー
ル
は
独
自
に
開
発
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
は
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト

の
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
で
あ
るF

N
D
esktop

を
日
本

語
分
析
用
に
改
良
し
て
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
フ
レ
ー
ム
要
素
が

ど
の
よ
う
な
統
語
的
位
置
づ
け
で
文
の
意
味
に
参
与
す
る
か
に
関

す
る
情
報
の
う
ち
、
句
タ
イ
プ
の
種
類
を
日
本
語
用
に
変
更
し
、

さ
ら
に
句
タ
イ
プ
と
文
法
機
能
に
加
え
、
名
詞
句
に
付
随
す
る
助

詞
情
報
も
付
与
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
る
。
図
１
に
、
日
本
語
フ

レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ツ
ー
ル
で

あ
るJFN

D
esktop

の
画
面
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。

　

日
本
語
基
本
語
彙
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
従
来
国
広
一
九
九

七
、
國
廣
編 

一
九
八
二
（
二
〇
〇
三
）、
柴
田
編 

一
九
七
六
（
二

〇
〇
二
）、
一
九
七
九
（
二
〇
〇
三
）、
森
田 

一
九
八
九
な
ど
に
よ
っ

て
示
唆
に
富
む
記
述
が
蓄
え
ら
れ
て
き
た
。
日
本
語
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
で
は
、
コ
ー
パ
ス
デ
ー
タ
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
研
究
に
新
た
に
知
見
を
付
け
加
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
に

焦
点
を
当
て
て
分
析
し
て
い
る
（
注
７
）。

　

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
利
点
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
他
言
語
の
言
語
資
源
と
の
リ
ン
ク
の
可
能
性
で
あ
る
（
次

節
参
照
）。
同
じ
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
枠
組
み
で
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
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ト
の
他
に
も
、
ス
ペ
イ
ン
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
（
注
８
）、
ド
イ

ツ
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
が
既
に
開
始
さ
れ
て
い
る
。
日
本
語
フ

レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、
他
言
語
に
お
け
る
語
義
記
述
の
た
め
に
定

義
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
や
フ
レ
ー
ム
要
素
が
日
本
語
語
義
記
述
に
適

用
で
き
る
の
か
を
詳
細
に
検
討
し
つ
つ
も
、
適
用
で
き
る
場
合
に

は
な
る
べ
く
適
用
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
従
っ
て
将
来
的
に
は

こ
れ
ら
の
他
言
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
考
え
ら
れ
る
（cf. B

oas 2001, 2005, Subirats and Sato 

2004

）（
注
９
）。
ま
た
、
多
言
語
比
較
の
た
め
、
現
在
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
、
ス
ペ
イ
ン
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
、
ド
イ
ツ
語
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
と
共
同
し
、
パ
ラ
レ
ル
コ
ー
パ
ス
の
全
文
テ
キ
ス
ト
ア
ノ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
試
み
て
い
る
（Ellsw

orth et al. In Preparation

）。

　

４　

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
語
彙
分
析
例

　

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
コ
ー

パ
ス
デ
ー
タ
に
基
づ
き
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
枠
組
み
で
日
本
語
語

彙
を
分
析
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
意
味
フ
レ
ー
ム
に
基
づ
く
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
語

彙
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
英
語

語
彙
と
の
比
較
対
照
記
述
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
節
で
は
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
語
彙
分
析
例

図１　JFNDesktop
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と
し
て
、
あ
る
特
定
の
意
味
フ
レ
ー
ム
を
介
し
て
対
応
づ
け
ら
れ

る
日
本
語
語
彙
項
目
と
英
語
語
彙
項
目
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
拡

が
り
を
も
つ
多
義
構
造
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
例
を
紹
介
す
る
。

　

Fillm
ore and A

tkins

（1992, 1994

）
が
コ
ー
パ
ス
用
例
に
基

づ
き
語
義
を
詳
細
に
分
析
し
た
英
語
動
詞“risk”

と
、
対
応
す

る
日
本
語
語
彙
項
目
を
検
討
し
て
み
よ
う
（
注
10
）。
英
語
動
詞

“risk”

は
、
人
が
あ
る
状
況
下
で
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
難

の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。
最
近
の

H
asegaw

a

ら
の
分
析
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
中
心
と

な
る
概
念
は
、Protagonist

（
主
役
）、
あ
る
状
況
に
お
い
て
危

険
に
さ
ら
さ
れ
るProtagonist

のA
sset

（
財
産
）、Protagonist 

の
身
に
降
り
か
か
る
か
も
知
れ
な
いH

arm
（
害
）、H

arm
 

を
引

き
起
こ
すC

hance

（
可
能
性
）、H

arm
 

を
引
き
起
こ
す
恐
れ
の

あ
る Protagonist

のA
ction

（
行
動
）、
で
あ
る
（H

asegaw
a et 

al. In Preparation; 

第
二
節
参
照
）。
こ
の
よ
う
な
典
型
的
場
面
を 

R
isk 

フ
レ
ー
ム
と
名
づ
け
る
と
す
る
と
、
上
記
の
概
念
の
中
で

も Risk 

フ
レ
ー
ム
成
立
に
必
須
の
も
の
は
（
そ
れ
ら
が
明
示
的
に

文
中
で
言
語
化
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
）H

arm
 

と C
hance 

で
あ
る
（Fillm

ore and A
tkins 1992: 80

）。

　

R
isk 

フ
レ
ー
ム
に
関
す
る
〝risk

〞
を
含
む
英
語
文
（
１
）

は
、
動
詞
「
賭
け
る
」
を
用
い
て
（
２
）
の
よ
う
に
日
本
語
に
訳

す
こ
と
が
で
き
る
。

Risk

フ
レ
ー
ム

　
　
（
１
）W

hy did [ Protagonist he] 
risk [ A

sset his life] for a 
m
an he did not know

?（Fillm
ore and A

tkins 1992:88

）

　
　
（
２
）[ Protagonist 

彼
は] 

な
ぜ
、
知
ら
な
い
人
の
た
め
に 

[ A
sset 

命
を] 

賭
け
た
の
か
？

　

一
方
、「
賭
け
る
」
を
コ
ー
パ
ス
で
検
索
す
る
と
、（
３
）
か
ら

（
５
）
の
よ
う
な
用
例
が
見
つ
か
る
（
注
11
）。

　
　
（
３
）
具
志
堅
用
高
は
青
春
を
ボ
ク
シ
ン
グ
に
賭
け
た
。

　
　
（
４
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
こ
の

試
合
に
賭
け
た
。

　
　
（
５
）
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が
自
分
の
お
金
を
カ
ッ

サ
ー
ノ
の
ゴ
ー
ル
に
賭
け
た
。

こ
れ
ら
は
一
見
す
る
とRisk

フ
レ
ー
ム
に
関
与
す
る
「
賭
け
る
」

の
例
の
よ
う
で
あ
る
が
、
注
意
深
く
見
て
み
る
と
そ
う
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、（
３
）
で
、「
具
志
堅
用
高
」
は
、（
１
）

や
（
２
）
の
よ
う
に
自
分
の
「
青
春
」
を
意
図
的
に
危
険
に
さ
ら

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
青
春
」
を
失
う
危
険
を
冒
し
た
の

日本語学0605.indb   45 06.4.19   4:50:33 PM



─ 46 ─

で
も
な
く
、「
青
春
」
を
「
ボ
ク
シ
ン
グ
」
に
捧
げ
た
、
と
解
釈

す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。（
４
）
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
チ
ー

ム
）」
が
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
す
る
と
い
う
利
益
を
実

現
す
る
た
め
に
、「
こ
の
試
合
（
で
競
技
す
る
こ
と
）」
に
全
力
を

尽
く
し
た
こ
と
を
述
べ
た
文
で
あ
り
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
チ
ー

ム
）」
が
「
こ
の
試
合
」
を
選
択
し
た
結
果
遭
遇
す
る
か
も
し
れ

な
い
災
難
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

（
５
）
は
、Protagonist 
が H

arm
 

の
生
じ
る Chance 

を
覚

悟
の
上
で
行
っ
た
行
為
に
つ
い
て
で
あ
る
点
は Risk 

フ
レ
ー
ム

に
関
係
す
る
例
文
（
２
）
と
共
通
で
あ
る
が
、Protagonist

が

失
う
恐
れ
の
あ
る A

sset 

が
こ
こ
で
は
金
銭
と
な
っ
て
い
る
。

　

目
下
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、「
賭
け
る
」
の
用
法
の

う
ち
、（
３
）
に
つ
い
て
は D

evotion 
フ
レ
ー
ム
、（
４
）
に
つ

い
て
は Reliance 

フ
レ
ー
ム
、（
５
）
に
つ
い
て
は Betting 

フ

レ
ー
ム
が
関
与
す
る
と
仮
定
し
、
分
析
を
進
め
て
い
る
（
注
12
）。

D
evotion 

フ
レ
ー
ム
は
、Protagonist 

が
自
分
の
人
生
の
一
部

ま
た
は
全
て
、
労
力
、
精
神
な
ど
の A

sset 

を
、
有
意
義
な
目

的
と
し
て
捉
え
ら
れ
る A

ction 

の
た
め
に
捧
げ
る
状
況
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。R

eliance 

フ
レ
ー
ム
と
は
、
英
語
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
上
の
定
義
に
よ
る
と
、Protagonist 

が
自
分
の Benefit

（
利
益
）
を
実
現
す
る
た
め
に
特
定
の M

eans

（
手
段
と
し
て
の
行

為
）
を
取
る
と
い
う
状
況
を
さ
す
。B

etting 

フ
レ
ー
ム
は
、

Protagonist 

と
、Protagonist 

が
そ
れ
を
失
う
危
険
性
を
承
知

で
行
う Investm

ent

（
投
資
）
と
、Investm

ent 

の
対
象
で
あ

る
実
現
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
いE

vent

（
事
象
）
間
の
関
係

に
つ
い
て
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
（cf. Fillm

ore and A
tkins 1992: 

100

）。

　

今
見
た
、「
賭
け
る
」
の
例
文
（
２
）
か
ら
（
５
）
ま
で
に
、

そ
れ
ぞ
れ
関
与
す
る
意
味
フ
レ
ー
ム
の
フ
レ
ー
ム
要
素
を
文
の
構

成
素
に
付
与
し
た
も
の
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

Risk

フ
レ
ー
ム

　
　
（
２
）　[ Protagonist 

彼
は] 

な
ぜ
、
知
ら
な
い
人
の
た
め
に 

[ A
sset 

命
を] 

賭
け
た
の
か
？

D
evotion

フ
レ
ー
ム

　
　
（
３
Ａ
）[ Protagonist 

具
志
堅
用
高
は] [ A

sset 

青
春
を] [ A

ction 

ボ
ク
シ
ン
グ
に] 

賭
け
た
。

Reliance

フ
レ
ー
ム

　
　
（
４
Ａ
）[ Protagonist

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は] [ Benefit 

決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
を] [ M

eans 

こ
の
試
合
に] 

賭
け
た
。

Betting

フ
レ
ー
ム

　
　
（
５
Ａ
）[ Protagonist 

多
く
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
が] [ Investm

ent

自
分
の
お
金
を] [ Event 

カ
ッ
サ
ー
ノ
の
ゴ
ー
ル
に] 

賭

け
た
。
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以
上
の
よ
う
な
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
に
基
づ
く
多
義
性
分
析
の

特
徴
は
、
コ
ー
パ
ス
か
ら
の
多
く
の
実
例
に
基
づ
く
分
析
で
あ
る

こ
と
と
、
語
の
意
味
・
用
法
を
意
味
フ
レ
ー
ム
に
対
応
付
け
て
捉

え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（cf. F

illm
ore and A

tkins 2000, B
oas 

2001, 2005

）。
こ
こ
で
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
い
っ
た
分
析
装
置
は

導
入
せ
ず
、
コ
ー
パ
ス
の
用
例
に
見
ら
れ
る
全
て
の
用
法
が
記

述
・
説
明
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
用

例
を
意
味
フ
レ
ー
ム
ご
と
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
例
文
で
構
成

素
に
フ
レ
ー
ム
要
素
を
付
与
し
、
フ
レ
ー
ム
要
素
と
統
語
情
報
の

対
応
付
け
で
あ
る
結
合
価
パ
タ
ー
ン
を
記
述
す
る
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
義
・
用
法
の
統
語
的
・
意
味
的
分
布

を
詳
細
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
は
そ
の
よ

う
な
語
彙
項
目
の
結
合
価
パ
タ
ー
ン
に
基
づ
き
他
言
語
の
対
応
す

る
語
彙
項
目
を
同
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
レ
ー

ム
意
味
論
に
基
づ
く
多
義
性
分
析
は
、
多
義
性
の
問
題
を
、
語
の

レ
ベ
ル
か
ら
意
味
フ
レ
ー
ム
・
フ
レ
ー
ム
要
素
の
レ
ベ
ル
へ
転
換

す
る
（
注
13
）。

　

最
後
に
、「
賭
け
る
」
と
英
語
動
詞
〝risk

〞
の
対
応
を
再
度

見
て
み
よ
う
。H

asegaw
a et al.

（In Preparation

）
に
よ
る
と
、

R
isk

フ
レ
ー
ム
は
、
必
須
と
な
る
フ
レ
ー
ム
要
素
の
種
類
に
よ

り
少
な
く
と
も
三
種
類
の
意
味
フ
レ
ー
ム
に
下
位
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、Jeopardizing 

フ
レ
ー
ム
（Protagonist 

が A
sset 

を
危
険
に
さ
ら
す
）、Incurring 

フ
レ
ー
ム
（Protagonist 

が H
arm

を
招
く
よ
う
な
行
為
に
及
ぶ
）、D

aring 

フ
レ
ー
ム

（Protagonist

が
危
険
の
生
じ
る
よ
う
な A

ction 

を
意
図
的
に
行
う
）

で
あ
る
（
注
14
）。

　RISK

フ
レ
ー
ム
の
下
位
分
類

Jeopardizing

フ
レ
ー
ム

　
　
（
１
）　W

hy did [ Protagonist he] risk [ A
sset his life] for a 

m
an he did not know

? 

　
　
　
　
（
彼
は
な
ぜ
、
知
ら
な
い
人
の
た
め
に
命
を
賭
け
た
の
か
？
）

Incurring

フ
レ
ー
ム

　
　
（
６
）　[ Protagonist H

e] risked [ H
arm losing his life 

savings] { A
ction by investing in such a 

com
pany

｝（
注
15
）．

  　
　
　
（
彼
は
あ
ん
な
会
社
に
投
資
し
て
、
老
後
の
蓄
え
を
失
う
危
険

を
招
い
た
。）

D
aring

フ
レ
ー
ム

　
　
（
７
）　[ Protagonist I] w

ouldn't risk [ A
ction talking like 

that in public].
  　

　
　
（
私
は
敢
え
て
人
前
で
そ
ん
な
話
し
方
は
し
な
い
。）

　

日
本
語
動
詞
「
賭
け
る
」
の
多
義
構
造
と
、
英
語
動
詞
〝risk

〞
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の
そ
れ
と
の
関
係
を
簡
略
化
し
て
図
示
す
る
と
図
２
の
よ
う
に
な

る
（
注
16
、
17
）。

　

以
上
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
語
語
彙
の
多

義
構
造
な
ら
び
に
日
英
語
両
言
語
間
に
お
け
る
多
義
構
造
の
記
述

に
つ
い
て
、「
賭
け
る
」
と
対
応
す
る
英
語
動
詞“risk”

を
例
に

紹
介
し
た
。「
賭
け
る
」
と“risk”

の
間
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

複
数
言
語
間
に
お
け
る
多
義
構
造
を
記
述
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
、
各
々
の
言
語
に
お
け
る
各
々
の
語
の
多
義
構
造
を
意
味
フ

レ
ー
ム
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し

て
、
意
味
フ
レ
ー
ム
ご
と
に
各
々
の
語
の
フ
レ
ー
ム
要
素
と
統
語

情
報
の
結
び
つ
き
（
結
合
価
パ
タ
ー
ン
）
を
詳
細
に
検
討
し
た
の
ち

に
、
は
じ
め
て
複
数
言
語
間
の
対
応
す
る
語
彙
項
目
ど
う
し
の
対

応
付
け
が
可
能
と
な
る
。

５　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
関
係
の
研
究
成
果
を
概
観
し
、

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
の
紹
介
を
兼
ね
、
多
義
性
分
析
の
例
を

示
し
た
。
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で

定
義
さ
れ
た
意
味
フ
レ
ー
ム
や
フ
レ
ー
ム
要
素
が
ど
こ
ま
で
日
本

語
の
語
彙
意
味
記
述
に
適
し
て
い
る
か
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
指
針
で
の
分
析
を
通
し
て
、
個
々
の
語
彙
の
意
味
用
法
を

　Jeopardizing. 賭ける.v Jeopardizing.risk.v

　Devotion. 賭ける.v Incurring.risk.v

　Reliance. 賭ける.v Daring.risk.v

　Betting. 賭ける.v

　　　　 賭ける.v 　　　　risk.v

図２　「賭ける」と“risk”の多義構造
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綿
密
に
明
示
す
る
具
体
的
な
第
一
義
的
目
的
・
成
果
物
と
と
も

に
、
語
彙
体
系
を
記
述
し
構
築
す
る
際
の
よ
り
一
般
的
な
問
題
に

関
し
て
も
、
日
本
語
の
立
場
か
ら
提
言
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
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分
析
に
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て
有
益
な
助
言
を
下
さ
っ
た
、
チ
ャ
ー
ル
ズ　

Ｊ
．
フ
ィ

ル
モ
ア
氏
、
長
谷
川
葉
子
氏
、
ラ
ッ
セ
ル
・
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
氏
、

植
田
正
暢
氏
、
な
ら
び
に
本
稿
執
筆
に
当
た
り
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
、

日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
、
石
崎
俊

氏
、
大
堀
壽
夫
氏
、
斎
藤
博
昭
氏
、
鈴
木
亮
子
氏
、
藤
井
聖
子
氏
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
。

注１　

http://jfn.st.hc.keio.ac.jp/ja/index.htm
l

２　

フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
変
遷
に
つ
い
て
日
本
語
で
解
説
し
た
も
の
に
、

大
堀 

二
〇
〇
五
、
藤
井
・
小
原 

二
〇
〇
三
が
あ
る
。

３　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、
フ
レ
ー
ム
要
素
が
特
定
の
意
味
フ
レ
ー
ム

に
ど
の
程
度
意
味
的
に
貢
献
す
る
か
に
関
し
て
、
複
数
の
レ
ベ
ル
を
想

定
し
て
い
る
（Ruppenhofer et al. 2006

）。

4　

http://fram
enet.icsi.berkeley.edu/

５　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
お
よ
び
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
で
は
、
同
じ
見

出
し
語
（lem

m
a

）
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
意
味
フ
レ
ー
ム
が
関
与
し

て
い
れ
ば
別
の
語
彙
項
目
（lexical unit

）
と
み
な
す
。

６　

語
彙
間
の
意
味
関
係
を
記
述
し
た
英
語
語
彙
資
源
で
あ
る 

W
ordN

et 

と
の
相
違
点
は
、
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
が
意
味
フ
レ
ー
ム
を

介
し
て
語
彙
項
目
間
の
組
織
的
な
関
連
づ
け
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
意

味
タ
グ
の
つ
い
た
解
析
済
み
の
例
文
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
と
り

わ
け
動
詞
の
結
合
価
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
精
度
の
高
い
情
報
が
与
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
る
。

７ 

日
本
語
の
結
合
価
情
報
を
記
述
し
た
言
語
資
源
と
し
て
は
、『
計
算
機

用
日
本
語
基
本
動
詞
辞
書 IPA

L

（Basic V
erbs

）』（
情
報
処
理
振
興

事
業
協
会
技
術
セ
ン
タ
ー1987

）、『
日
本
語
語
彙
体
系
』（
池
原
他
編 

一
九
九
九
）、『
日
本
語
動
詞
の
結
合
価
』（
荻
野
他 

二
〇
〇
三
）
な
ど

が
あ
る
（cf. 

国
立
国
語
研
究
所 

一
九
九
七
）。
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ

ト
の
「
結
合
価
パ
タ
ー
ン
情
報
」
が
こ
れ
ら
の
言
語
資
源
の
「
結
合
価

情
報
」
と
根
本
的
に
異
な
る
の
は
、
フ
レ
ー
ム
意
味
論
の
枠
組
み
を
前

提
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
語
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト

は
、
格
フ
レ
ー
ム
で
は
な
く
日
常
経
験
の
知
識
表
現
と
し
て
の
意
味
フ

レ
ー
ム
の
概
念
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
、
先
験
的
に
決
め
ら
れ
た
意
味
素

性
ま
た
は
意
味
役
割
を
タ
グ
に
用
い
る
の
で
は
な
く
フ
レ
ー
ム
概
念
に

即
し
て
定
義
さ
れ
た
フ
レ
ー
ム
要
素
を
採
用
し
て
い
る
。

8　

http://gem
ini.uab.es/Sf/

9　

フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
と
、
英
語
以
外
の
言
語
に
関
す
る
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ

ト
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
で
、
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
語
彙
情
報
資
源
構

築
、
デ
ー
タ
統
合
等
に
つ
い
て
の
会
議
が
定
期
的
に
開
か
れ
て
い
る
。

10　

藤
井
・
小
原 

二
〇
〇
三
な
ら
び
に
大
堀 

二
〇
〇
五
に
、F

illm
ore 

and A
tkins 1992, 1994 

に
お
け
る“risk”

の
語
義
分
析
に
つ
い
て

の
日
本
語
で
の
解
説
が
あ
る
。

11　
（
３
）、（
４
）
は
、『
Ｃ
Ｄ

－

毎
日
新
聞
（
デ
ー
タ
集
）2002

』
か
ら

取
っ
た
も
の
を
一
部
変
更
し
た
。（
５
）
は
、w

w
w
.google.co.jp

の

検
索
結
果
を
一
部
変
更
し
た
。

12　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
意
味
フ
レ
ー
ム
の
う
ち
、
既
に
英
語
フ
レ
ー
ム

ネ
ッ
ト
で
定
義
済
み
の
も
の
はR

eliance

フ
レ
ー
ム
の
み
で
あ
る
。

Reliance
フ
レ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
目
下
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
け
る

フ
レ
ー
ム
定
義
が
そ
の
ま
ま
日
本
語
語
彙
分
析
に
も
当
て
は
ま
る
と
仮

定
し
分
析
を
進
め
て
い
る
。
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13　

フ
レ
ー
ム
間
の
意
味
的
関
係
に
つ
い
て
は
、R

uppenhofer et al. 
2006

を
参
照
の
こ
と
。

14　

現
時
点
で
は
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、R

isk

フ
レ
ー
ム
関

連
で
はD

aring

フ
レ
ー
ム
とR

un_risk

フ
レ
ー
ム
（
た
だ
し
、

R
un_risk

フ
レ
ー
ム
に
お
い
て
は
、Protagonist

は
、H

arm

が
生

じ
る
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
さ
ら
さ
れ
て
は
い
る
が
、R

isk

フ
レ
ー

ム
と
異
な
り
、
自
ら
意
図
的
に
そ
の
よ
う
な
状
況
に
身
を
お
い
た
こ
と

は
含
意
さ
れ
な
い
、
と
定
義
さ
れ
て
い
る
）
の
み
定
義
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
紹
介
し
た
最
新
の“risk”

に
関
す
る
分
析
結
果
は
ま
だ
反
映

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
行
の
フ
レ
ー
ム
ネ
ッ
ト
上
のD

aring

フ

レ
ー
ム
に
お
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
フ
レ
ー
ム
要
素
名
は
、
こ
こ
で
用

い
た
フ
レ
ー
ム
要
素
名
と
異
な
る
。

15　

{ }

は
、
省
略
可
能
で
あ
る
こ
と
を
さ
す
。

16　

図
１
・
２
に
お
い
て
、Jeopardizing
フ
レ
ー
ム
の“risk”

は
、「
賭

け
る
」
の
み
な
ら
ず
、 “She risked her life by going to Iraq.”

、

「
彼
女
は
イ
ラ
ク
に
行
っ
て
、
命
を
危
険
に
さ
ら
し
た
。」
な
ど
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
「
危
険
に
さ
ら
す
」
と
も
対
応
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。

17　

図
２
の
意
味
フ
レ
ー
ム
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
議
論
す
る
。
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